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平成 20年 3月 10日 

日本銀行旭川事務所           

 
金 融 経 済 概 況             

  
Ⅰ．全体感 

  道北地域の景気は、やや弱めの動きが続いている。 
すなわち、公共投資が低調に推移している中で、住宅投資も引続き減少し

ているほか、個人消費はやや弱めの動きとなっており、最終需要は弱い状況

が続いている。こうした中で、雇用環境は引続き厳しい状況にある。 
  金融面では、預金が引続き堅調なほか、貸出は前年並みの水準で推移して

いる。貸出約定平均金利は横ばい圏内で推移している。 
 
Ⅱ．実体経済 

1．最終需要項目別動向 

（1） 個人消費：やや弱めの動きとなっている。 

 
平成 20年 1月の百貨店・スーパー等主要大型店の売上高は、一部百貨

店の閉店の影響に加え、冬物衣類が低調であったことから、前年同月を大幅

に下回った（前年比＜同旭川地区＞：△11.4％＜△2.8％＞、19/10～12 月
△4.4％＜△2.7％＞）。 

 
家電販売は、薄型テレビを中心に底堅い売れ行きが続いている。 

 
   1月の新車登録台数（含む軽乗用車）は、貨物が前月に引続き大幅に減少
したことから、前年同月を下回った（前年比：△2.8％、19/10～12月△0.1％）。 

   
 1月の貨物輸送量は、前年の佐呂間トンネル工事受注による荷動きの反動
減等から引続き低調に推移している（前年比：△5.1％、19/10～12月△3.3％）。 
 

   1月の空港（旭川、稚内、女満別、紋別）の利用客数は、全ての空港で前
年同月を下回った（前年比：△5.6％、19/10～12月△7.2％）。 
  19 年度初来の動物園の入園者数は既往最高の前年度同期を若干上回る水
準で推移している。 

  
1月の電力消費量は、民生用を中心に前年同月を上回る水準で推移してい

る（前年比：＋1.4%、19/10～12月＋2.0%）。 
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（2） 公共投資：低調に推移している。 

 
   1月の公共工事請負金額（上川、宗谷、網走支庁管内）は、季節的に減少
傾向にある中で、前年同月との対比でみると、上川・網走支庁管内で増加し

たことから全体としても前年同月を上回った（前年比：＋17.3％、19/10～
12 月＋18.2％、19/4～12 月△0.8％）。もっとも、国、地方自治体の予算規
模縮小を背景に、基調としては低調に推移している。 

 
（3） 設備投資：増加している。 

 
道北地域の「企業短期経済観測調査」（12月調査）における 19年度設備

投資計画では、製造業で前年度を下回る計画（△43.0％）となっている一方、
非製造業では 9 月調査時点から上方修正され前年度を大幅に上回った（3.6
倍）結果、全体でも前年度を上回る計画となった（全産業前年度比：＋8.5％）。 

 
（4） 住宅投資：減少している。 

 
   1月の主要 4市（旭川、北見、稚内、網走）の建築確認申請（床面積）は、
季節的に減少傾向にある中、前年同月をさらに下回った（前年比：△20.6％、
19/10～12月△32.5％、19/4～12月△27.6%）。もっとも昨年 10月頃をボト
ムに、徐々にではあるが、最悪期は脱しつつある。 

 
2．業種別動向 

 （第一次産業） 
   1月のオホーツク漁業（稚内、枝幸、網走、紋別）をみると、ホッケが好
調だったものの、その他の魚種で低調だったことから水揚げ数量で前年同月

並み、金額では前年同月を大幅に下回った（数量前年比：△0.1%、金額前
年比：△21.9％）。もっとも 19年 10～12月の累計でみれば、数量・金額と
もに前年同期を上回って推移している（19/10～12月数量前年比：＋29.2％、
金額前年比：＋8.1％）。 

   1月の生乳出荷量は、前年同月をやや上回る水準となった（前年比：＋3.2%、
19/10～12月＋2.5％）。 

 
 （製造業）  
   1月の製材出荷量（速報値）は、道内向けが落ち込んだことから、全体で
は前年同月を若干下回った（前年比：△0.6％、19/10～12月△7.8％）。 
普通合板の出荷量は、道内向け、道外向けともに落込み、前年同月を下回っ

た（19/12月出荷量前年比：△12.9％、19/10～12月△11.9％）。 
紙・パルプの出荷量は、情報用紙が堅調に推移していることから、全体では
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前年をやや上回った。 
電子部品関連では、携帯電話向け部品を中心に好調に推移している。 

 
3．雇用・倒産動向 

 

   1月の常用新規求人数（旭川、稚内、北見、網走）は、前年同月を下回っ
た（4地区合計前年比：△1.0％、19/10～12月△4.8％）。 
こうした中で、1月の有効求人倍率（常用）は、総じて前月および前年同
月を下回っており、雇用環境は引続き厳しい状況にある。 

 
      1月の倒産件数は 6件、負債総額は 3億円となった（19/10～12月中件数：

17件、同前年同期比：＋30.8％、負債総額：45億円、同前年同期比：＋47.1％）。 
 
Ⅲ．金融動向 

 
   1月末の金融機関預金残高は、個人預金を中心に堅調な動きが続いている
（表面預金残高前年比：＋5.8％、前月比△1.8％）。 

 
   1 月末の金融機関貸出残高は、前年同月末とほぼ同水準で推移している
（貸出残高前年比：＋0.8％、前月比△1.5％）。 

 
1月末の旭川市内金融機関の貸出約定平均金利（総合）は、横ばい圏内で

推移している(2.306％、前月比：△0.010％ポイント）。 
 

1月に日本銀行が管内で払出した銀行券（48億円）は前年同月（43億円）
を上回ったものの、受入れた銀行券は 281 億円と前年同月（244 億円）を
大幅に上回ったため、受超幅（233億円）は前年同月（201億円）を上回っ
た。2月の受入れは 117億円（前年同月 112億円）、払出しは 88億円（同
89億円）となり、30億円（同 23億円）の受超となった。 

 
以 上 

 
  
 
 
 
＜本件に関するお問合せ先＞ 
 日本銀行旭川事務所 電話 0166－23－3181 
 ホームページ http://www3.boj.or.jp/asahikawa/ 



   （付表）

道　北　主　要　経　済　指　標

道北：上川、宗谷、網走支庁管内、P=速報値 ｒ=修正値

数量・金額 前年同月（期）比（％）

20/1月 19/7～9 19/10～12 19/12 20/1 備　　考

(合板は19/12月) （資料出所等）

漁
業
水
揚

数量（千トン） 11 △ 5.9 29.2 31.3 △ 0.1
稚 内・紋 別・
網 走・枝 幸 港ｒ

金額(百万円） 499 0.3 8.1 9.6 △21.9

生
乳
出荷(トン） 85,281 △ 1.1 2.5  3.0  3.2

ホクレン旭川･稚
内 ・ 北 見 支 所

製
　
　
　
材

P P P P

生産(千ｍ
3
） 36 △ 2.4 △ 5.0 △ 9.5 1.9

うち針葉樹 33 △ 1.9 △ 4.2 △ 8.7 3.0

　　広葉樹 3 △ 7.6 △14.2 △17.9 △ 9.7

P P P P

出荷(千ｍ
3
） 35 △ 4.9 △ 7.8 △13.0 △ 0.6 上川・網走支庁

うち針葉樹 32 △ 4.7 △ 7.3 △13.5 0.5 林 務 課

　　広葉樹 3 △ 6.1 △13.3 △ 6.7 △11.6

P   　　　　※1 P  　　　　※2 P P

在庫(千ｍ
3
) 42 2.0 11.6  11.6  20.0

合
　
板

生産(千㎡） 3,336 9.8 1.1 △ 8.3 n.a.

出荷(千㎡） 3,259 △13.6 △11.9 △12.9 n.a.

  　　　　※1   　　　　※2

在庫(千㎡） 11,724 20.1 39.2 39.2 n.a.

建
　
　
設

公共工事請負額(百万円） 3,641 △12.6 18.2 32.1 17.3

うち上川 1,205 △ 6.0 21.4 53.5 51.8 北 海 道 建 設 業

　　宗谷 247 △ 6.8 △13.2 44.2 △64.8 信 用 保 証 ( 株 )

　　網走 2,189 △22.6 30.1 9.6 36.1

※3

確認申請床面積（千㎡） 15 △22.3 △32.5 △ 9.2 △20.6 旭 川 ･ 稚 内・
網 走 ・北 見市

うち旭川 10 △40.4 △49.7 △19.0 2.0

※3
旭 川 市

確認申請住宅戸数（戸） 118 △34.1 △15.8 10.4 7.3

消
　
費

ｒ ｒ ｒ
日本銀行旭川事務所大型店売上高（百万円） 5,969 △ 0.4 △ 4.4 △10.4 △11.4

新車登録台数（台） 2,059 △ 3.2 △ 0.1 △ 7.0 △ 2.8 自 販 連

うち乗用車 1,799 △ 6.1 1.3 △ 3.7 1.1 旭川・北見支部

空港旅客数（人）
旭 川・稚 内・
女満別・紋別空港160,466 △ 7.7 △ 7.2 0.6 △ 5.6

貨
物
貨物輸送量（千トン） 525 △ 6.7 △ 3.3 △ 4.3 △ 5.1 日本銀行旭川事務所

電
力
電力消費量（千KWH） 561,008 0.1 2.0 3.3 1.4 北 海 道 電 力

注) 数量･金額の合計は四捨五入の関係上一致しないことがある

※1 19/ 9月末前年同月比

※2 19/12月末前年同月比

※3 稚内は確認申請ベース。北見・網走は確認処理済ベース。旭川は19/3月までは確認申請ベース、19/4月以降は確認処理済ベース。



数量・金額 前年同月（期）比（％） 備　　考

20/1月 19/7～9 19/10～12 19/12 20/1 （資料出所等）

雇
　
用

常用新規求人数（人） 2,858 0.8 △ 4.8 △12.3 △ 1.0

旭川・稚内・北見・網
走 公 共 職 業 安 定 所

旭川 1,535 △ 0.2 △ 8.6 △17.1 △ 2.7

稚内 242 △ 7.7 △13.5 △36.2 △14.8

北見・網走合計 1,081 4.5 3.1 3.8 5.4

倒
　
産

件数  （件）
帝 国 デ ー タ バ ン
ク旭 川・北 見支店

6 2.0倍 30.8 △33.3 3.0倍

金額（百万円）
283 △76.9 47.1 △82.5 △23.3

金
　
　
融

手形交換高(百万円） 66,308 △ 2.0 △ 7.1 △12.1 △ 4.5
札 幌 銀 行 協 会

取引停止処分（枚） 6 62.2 △28.3  58.8 3.0倍

  　　　　※1   　　　　※2

日本銀行旭川事務所

管内店舗表面預金
(末残、億円）

32,560 2.4 5.6 5.6 5.8

管内店舗貸出金
(末残、億円）

14,956 △ 2.0 0.8 0.8 0.8

r　　　  　※3 r　　　    ※4 r　　　 　※5 ※5

旭川市内銀
行等貸出約
定平均金利
（％）

総合 2.306 2.304 2.316 0.009 △0.010

(0.010) (0.009)

短期 2.080 2.132 2.127 0.018 △0.047

(0.023) (0.018)

長期 2.410 2.379 2.405 0.010 0.005

(0.002) (0.010)

銀行券受入高(百万円）
28,057 △ 5.5 △ 7.8 △ 3.3 15.2

20/ 2月：11,720

　　　払出高(百万円）
4,806 △ 6.6 3.3 9.5 12.4

20/ 2月： 8,769

※1　19/ 9月末前年同月比
※2　19/12月末前年同月比
※3　19/ 9月末金利水準、（　）内は前月比増減（△）ポイント
※4　19/12月末金利水準、（　）内は前月比増減（△）ポイント
※5　前月比増減（△）ポイント

〇有効求人倍率（常用） （　　　）内は前年

年/月 旭　川 稚　内 北　見 網　走

倍 倍 倍 倍

 19/  2 0.48 ( 0.56 ) 0.55 ( 0.55 ) 0.61 ( 0.55 ) 0.70 ( 0.64 )

      3 0.48 ( 0.53 ) 0.51 ( 0.52 ) 0.62 ( 0.56 ) 0.67 ( 0.63 )

 　　 4 0.43 ( 0.47 ) 0.49 ( 0.48 ) 0.54 ( 0.49 ) 0.62 ( 0.56 )

　    5 0.42 ( 0.47 ) 0.50 ( 0.50 ) 0.57 ( 0.51 ) 0.59 ( 0.52 )

　    6 0.45 ( 0.48 ) 0.53 ( 0.53 ) 0.56 ( 0.56 ) 0.69 ( 0.56 )

　    7 0.47 ( 0.50 ) 0.58 ( 0.57 ) 0.57 ( 0.55 ) 0.62 ( 0.60 )

　    8 0.50 ( 0.47 ) 0.61 ( 0.66 ) 0.62 ( 0.55 ) 0.65 ( 0.62 )

　    9 0.53 ( 0.53 ) 0.56 ( 0.66 ) 0.68 ( 0.60 ) 0.60 ( 0.63 )

　    10 0.52 ( 0.50 ) 0.57 ( 0.61 ) 0.71 ( 0.59 ) 0.60 ( 0.59 )

　    11 0.46 ( 0.48 ) 0.50 ( 0.57 ) 0.68 ( 0.59 ) 0.57 ( 0.59 )

　    12 0.41 ( 0.45 ) 0.45 ( 0.66 ) 0.65 ( 0.57 ) 0.57 ( 0.60 )

 20/  1 0.43 ( 0.45 ) 0.42 ( 0.62 ) 0.64 ( 0.54 ) 0.55 ( 0.63 )
公共職業安定所調べ
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